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A. 目的

第 20 回シックハウス（室内空気汚染）問

題に関する検討会において、室内空気質の全

国調査において比較的高濃度、あるいは高頻

度で検出された揮発性有機化合物、すなわち、

2-Ethyl-1-hexanol 、 2,2,4-Trimethyl-1,3-

pentanediol monoisobutyrate、2,2,4-Trimethyl-

1,3-pentanediol diisobutyrate をはじめとする

11 化合物について初期曝露評価・初期リス

ク評価の結果が提示された。これらの初期リ

スク評価化合物については、今後、詳細な実

態調査、すなわち詳細曝露評価を実施し、指

針値策定の必要性について議論を進めてい

く必要がある。また、あらかじめ、これらの

化学物質の室内における発生源を特定して

おくことによって、効果的な低減策を講じる

ことが可能になると考えられる。このような

観点から、国立医薬品食品衛生研究所の酒井

らは、µ-CTE と呼ばれる超小型チャンバーを

用いて、さまざまな家庭用品から放散される

化学物質の定量的な評価を進めている。本研

究では、放散試験で得られる GC/MS データ

を有効に活用して、室内環境から検出される

可能性のある化学物質を広く探索する目的

で、既存データのデコンボリューション解析

を実施した。 

B. 実験方法

国立医薬品食品衛生研究所から提供され

た放散試験の GC/MS データについて、

Analyzer Pro ver. 6.0.0.246 を用いてデコンボ

研究要旨: 本研究では、市販の壁紙 18 製品について、超小型チャンバー µ-CTE を用いて

実施した放散試験データをもとに、デコンボリューション解析により、製品から放散され

る可能性のある化学物質の探索を行った。その結果、室内濃度指針値が定められている

Toluene や Styrene の他に、既にシックハウス（室内空気汚染）問題に関する検討会で初期

リスク評価が行われた 2-Ethyl-1-hexanol やグリコールエーテル類、さらには、2-Ethyl-1-

hexanol の生成源ともなり得る 2-Ethylhexyl Acrylate の放散が認められる製品も存在した。

このように、クロマトグラムデータのデコンボリューション解析は、定量の Target とした

もの以外の放散化合物について、半定量的な情報を取得できる有用なアプローチであると

考えられる。
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リューション解析を行った。主な解析パラメ

ーターは以下の通りである。 

 

Area Threshold:  500 

Height Threshold: 0.1% 

Width Threshold: 0.02 min 

Fronting:  0% 

Tailing:  0% 

Signal to Noise:  5 

Scan Window:  3 

Resolution:  Minimun 

Smoothing:  3 

 

マススペクトルライブラリーには、

NIST/EPA/NIH Mass Spectral Library (NIST 17) 

を用いた。 

 

 

C. 結果と考察 

18 製品の壁紙から放散される揮発性有機

化合物について、Deconvolution 解析を行った

結果を表に示した。 

Toluene-d8 換 算 値 と し て 表 し た 各

Component の放散量の総和でみると、最も放

散速度が大きいのはビニールクロス R2-12  

(78 µg/h) であり、次いで R2-16 (56 µg/h)、R2-

15 (34 µg/h)、R2-17 (32 µg/h) の順で、いずれ

もビニールクロスであった。 

一方、各 Component でみると、 1-(2-

Methoxypropoxy)-2-propanol (19 µg/h、R2-12)、

Propylene Glycol (18 µg/h)、2-Ethyl-1-hexanol 

(14 µg/h、R2-17; 13 µg/h、R2-3) などが比較

的大きい放散速度を示す揮発性有機化合物

として同定された。資料 R2-3 はシールタイ

プの織物クロスであり、2-Ethyl-1-hexanol が

シール部分に由来する可能性も考えられる。 

 

 

D. まとめ 

市販の壁紙 18 製品について、超小型チャ

ンバー µ-CTE を用いて実施した放散試験デ

ータをもとに、Deconvolution 解析により、製

品から放散される可能性のある化学物質の

探索を行った。その結果、シックハウス（室

内空気汚染）問題に関する検討会で初期リス

ク評価が行われた 2-Ethyl-1-hexanol や

Propylene Glycol の放散が認められる製品を

見出した。このように、クロマトグラムデー

タの Deconvolution 解析は、定量の Target と

したもの以外の放散化合物について、半定量

的な情報を取得できる有用なアプローチで

あると考えられる。 
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表 Deconvolution 解析により暫定的に同定された主な化合物 
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表 Deconvolution 解析により暫定的に同定された主な化合物（続き） 
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表 Deconvolution 解析により暫定的に同定された主な化合物（続き） 
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表 Deconvolution 解析により暫定的に同定された主な化合物（続き） 
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